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重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 実現状況の達成度判断基準 中間評価と今後の課題と改善策

１ 授業改善を進 ① ＩＣＴ機器の効 教務課 授業改善に取り組み、授業の内 アンケートでは「授業の目標や学習内容を理解できていると思う」
め、個々の生 果的な活用等に 容が理解できる生徒の割合が 生徒が８３％ であった。前期は教科指導訪問にともない各教科で
徒に応じた指 より、わかりや Ａ ９０％以上である 研究授業を行ったが、後期は互見授業を行うので、さらなる授業改
導による基礎 すい授業を実施 各教科 Ｂ ８０％以上である 善を進めたい。また、ＩＣＴ機器の使用頻度が増加し、使用技術も
・基本の定着 する。 Ｃ ７０％以上である 向上している。それが「分かりやすい授業を心がけていると感じる」
を図る。 Ｄ ７０％未満である 生徒９３％につながっていると考えられる。 評価Ｂ

② 生徒が学習に集 教務課 授業に積極的に取り組んでいる アンケートで「授業に意欲的に参加している」生徒が７５％であ
中し、主体的に と思う生徒の割合が、 った。「考える時間や発言の機会などがある」生徒が９０％とは開
取り組むように Ａ ９０％以上である きがあった。これは“やらされている感”をもつ生徒がいると考え
するため、発言 各教科 Ｂ ８０％以上である られので、興味・関心を高め、生徒自らが考え、発言する授業にす
や活動の場を設 Ｃ ７０％以上である る工夫が必要である。また、「試験などには準備し、成績の向上に
ける。 Ｄ ７０％未満である 努めている」生徒が５９％であった。試験前の家庭学習や補習の参

加を粘り強く指導していく必要がある。 評価Ｃ

２ 学校生活全般 ① 各種教室（非行 生 徒 ルールやマナーを守って学校生 前期末に実施した生徒向け意識調査では、ルールやマナーを守っ
を通して、自 防止教室、薬物 指導課 活を送っている生徒の割合が て学校生活を送っている生徒の割合は３５％、ほぼ、守っている生
己肯定感を高 乱用防止教室、 Ａ ９０％以上である 徒の割合は６０％で、合計９５％の生徒がルールやマナーの大切さ
め、社会で必 防犯教室）の開 Ｂ ８０％以上である を意識して学校生活を送っている。
要なルールや 催により、生徒 Ｃ ７０％以上である 今後も継続して取り組み、、ルールやマナーを守る意識が定着す
マナーの定着 の規範意識を高 Ｄ ７０％未満である るように務めたい。
を図る。 め、ルールやマ

ナーを守ること
の大切さを意識 評価 Ａ

② 学校行事や生徒 生 徒 学校行事や生徒会活動等に参加 前期末に実施した生徒向け意識調査では、自分の役割を果たした
会活動等への参 指導課 し、自分の役割を果たしたと感 と感じている生徒の割合は３５％、ほぼ、自分の役割を果たしたと
加により、集団 じた生徒の割合が 感じている生徒の割合は４０％で、合計７５％が集団の一員として
の一員としての Ａ ８０％以上である 自覚を持ち、活動することができた。
自覚を持ち、自 Ｂ ７０％以上である 自分の役割を果たしていないと感じている生徒の多くは、集団の
己肯定感を高め Ｃ ６０％以上である 中で活動することが苦手である。改善策としては、学校生活全体に
る。 Ｄ ６０％未満である おいて、自己有用感を高める働きかけを行っていきたい。

評価 Ｂ
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３ キ ャ リ ア 教 ① 就業やインター 進 路 就業していない生徒で、アルバ インターンシップは９月時点で１名実施。アルバイトについては、
育を推進し、 ンシップ等の体 指導課 イトやインターンシップに取り 短期間のものを含め、これまでに７名の生徒が行っており、インタ
進 路 実 現 の 験を通して、勤 組んだ生徒の割合が ーンシップと併せて８名（３５％）の生徒が就業を体験している。
た め の ロ ー 労観・職業観を Ａ ８０％以上である 企業見学は１、２年生を対象に行い、参加した生徒の感想は前向き
ド マ ッ プ の 育み、進路選択 Ｂ ６０％以上である なものが多かった。今後も進路講話や個人面談等を通して、就業に
充実を図る。 の能力を高める。 Ｃ ４０％以上である 向けての意識を高めたい。その際、個々の生徒の状況に応じたはた

Ｄ ４０％未満である らきかけを心がけたい。
評価 Ｄ

② 教育振興会と学 総務課 インターンシップ等を受け入れ 働きながら学校に通う生徒が減少している。そのため、会員企業
校の繋がりを深 てもらった会員企業が と学校の繋がりを深めるため、総会の案内に合わせ、事業計画、予
めるため情報発 Ａ ７社以上である 算書、学校だより等を同封し、インターンシップの生徒受入を依頼
信に努め、就職 Ｂ ５社以上である したところ７社から可能との返事をいただいた。今後も継続して支
・アルバイトの Ｃ ３社以上である 援していただけるよう情報発信に努めると共に、新規会員を増やす
支援を依頼する。 Ｄ ３社未満である 取組も進めていきたい。

評価 Ａ

４ 食に関する正 ① 給食を通して食 保 健 献立や食材に興味関心を持って 給食時における個別指導と保健だよりや掲示物での情報提供を行
しい理解と望 の知識やマナー 厚生課 食事をしている生徒の割合が った。献立や食材に興味関心を持って食事をしている生徒は５９％
ましい食生活 を集団的・個別 Ａ ７０％以上である であり、意識的に好ききらいをしないようにしている生徒が３５％
の定着を図る。 的に指導する。 Ｂ ５０％以上である いた。

各担任 Ｃ ３０％以上である また、今後は食に関する調査の結果をもとに、昨年度に続き管理
Ｄ ３０％未満である 栄養士による「食育指導」を実施し、更に「食」への関心を高めた

② 保護者への給食 い。
体験を実施する。 評価 Ｂ


